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2.樹 木 の栄 養繁殖 に関す る研 究

宮 島 寛 ・柳 池 一 馬

1。 オ ー トミス ト装置に よるスギのさ し木

網室、 自動噴 霧装置 に よるさ し木 ベ ッ ドにおいて、九州産 主要 スギ在来 品種 の発根性 を調 査

す る 目的で、昨年 度に引 きつづ き事業的規 模にお いて実施 したo

挿 付け時期:1969年5月

挿付 け品種:25品 種

掘取 り調査:1970年5月

結果 の大要 はつ ぎの とtsbで あ るo

山 出率95%以 上;サ ンブスギ、ヤ ブクグ リ、 コ ベノ ウラセ ベル、 アヤ スギ、 ニンジン パ、

ア カベ、 コガボ、 キ ウラ、ヤ マグチ、..

山 出率90%以 上;モ トエ、 ウラセ パル、 ナ カマ、ナガエダ、 キジ ン、 イ ワオ、 メァサ、ハ

ライガ ワ、 ジユウゾ ウボ、

山出率80%以 上;ヒ ノデ、 シチ ゾウ、 オ ドリスギ、ヤ イチ、 クモ トオシ、

以上の とk・b本 年度 はすべ ての供試 品種が80%以 上 の山出発根率 を得た。一 方、昨年 度は

80%未 満 の山 出発根率 を示 した ものが、供試25品 種の うち、11温 種 をかぞえたが、 この

ちがいの大 きな理 由の一 つは挿付け時期 のちがいにあるの では ないか と思 われる。すなわ ち昨

年度 は4月 に行 なつ たのであつて、昨年度発根率 の低かつた品種 は遅 くとも5月 中t'Cさ しつけ

を実施す る必要 があろ うと思 われ るoつ ぎに、昨年度80%未 満 の品種をあげ るとっ ぎの と訟

りであるo

山 出率80～70%;イ ワオスギ、 コ ベノ ウラセベル、 クモ トオシ、モ トエスギ、

山 出率70～60%;ウ ラセ ・{ル、 シチ ゾウ、 コガボ、

山出率60%未 満;ハ ライガ ワ、 メアサ、オ ドリスギ、 ジユウゾウボ、

今 後の問題 と しては、スギ精英樹 ク・一 ン、 ヒノキのさ し木 における 発根性 の調査 と、山 出

後の活着 と生長 にお よぼす影響を調査す る予定 で ある。

2温 室 における 周年 さ し木の研究

温室に溢いて、10～12月 と4～6月 の2期 に分けて、主要林木(ス ギ、 ヒノキ)齢 よび

庭園林木のさ し木 を実施 したo

ス ギ、 ヒノキ とも冬 ざ し(12月)で は、特 に発根性 のす ぐれた ものは翌年5月 頃 にはすで

に発根 してお り、5月 末頃圃場に移植 して もよい見 とtsし を得 たo梅 雨ざ し(6月)に ついて



は供試樹種、夏季の温室 の管理 な ど今後 左細検 討の余地 があるo

な夢、冬 ざ しで翌年5月 に移植可能 の庭園樹木 はつ ぎの ような勇の であつだo

キ ヨウチク トウ、サ ンゴジユ、 イヌツゲ、 キンマサキ、 トベラ、 謀オ イ ヒ}{、 ビヤクシン、

イタ リアンサ イプレス、7イ 蓼ヒベ、 オウゴンイ ブキsエ ン認ウスギ、 ゲツケイジユ、 ヒイ ラ

ギ、 ヒラギモクセイなどo

今 後の問題 と しては、圃場 に移植後 の管理、移植 の方法 と してボツ ト植 栽 な どの検 討が考 え

られるo

5.ヒ ノ キ の 変 異 に 関 す る研 究 初生葉の展開段数における変異

前 田 武 彦 ・宮 島 寛

1.ま え が き

ヒノキの初生葉 の展闘段数が同属 のサ ワラとは大 きく異 な り、また ミシ ョウヒノキの母樹問

に潜いて もい くらか異 なつ ていて、環境条件 に よつ て変化す ることは 雛林九支講 に報告 したo

今 回1よその初生葉 の展開段数 の変化 を光 と養分濃度 の=二つの条件下 でみてみたo初 生葉 の展胴

段数 に変化 をみた 肇母樹 よシの実生 集団 と変化 がみ られ なかつた 喋母樹 よりの実生 集団 とを標

識 した炭酸 ガス を使 つて炭酸同化 を行 なわ しめ、14C(》 の とりこみ をもつて同化能 を推定 し、

母 樹別実 生集団の闘 の同化能 を講 べた0

2.材 料 と方法

ヒノキの初生 葉の展開段数 の調 査 は九大粕屋演習林 の造林地 より精英樹候 補木 を含む5本 の

母樹(ノ 匠5、 ノ甑6、 ノ拓=10、 ノ甑12、 ノご615)を 選 抜 し、そ れ らの舟樹 か ら1967年 採種 し、

翌年5月 に同演 習林内の15m×lmの フ レームに播種 したo播 種床 は花 醐岩風化土(SCL)

を客土 した もの である。照 度お よび養分濃度 を変えるために次 に述べ る方法 を とつたo照 度は

黒 色カンレイシヤ を用いてA処 理(栢 対照度566%)、B処 理(1S.9%)、C処 理(6.9

%)と レ 歎 養分醸 雌 友縢 複 合液肥1号 翻 い、苗木育成法D鯵 考 に してs区

(標 準区一55.G6$)、2S区(標 準区の2倍 区一19612S)と して7月 は じめか ら

10月 下旬 まで8回 にわけて施肥 を行 ない、対照区 と して無施肥区 を作b、5処 理5回 繰b返

しで、全体 稲5プ ロッ トに分けて実験 を行 ない、1968年 口 月標本 を無作意 に約5e個

体ずつ抽 出 し調査 したo初 生葉 の展開段数 の測定 後それ らの標本 を温室 に移 し、 同化 に影響の

少 ない2か 月間そ こで生育させfc後 に、 ヒノキ苗の母樹別 び4C(》 の とbこ み を測定 した。

14C儀 の とりこみの測定 はア ク リル樹脂製 の2㎡(l
m×lm×1m)の 同 化箱 内で照度を

10,9oOLux、5,0PoLux2,5001,ux、1,2501}ux600Lux 、の5段 階に分けて行なつftOま た この


